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福岡県の志賀島には，白亜紀に活動した志賀島花崗閃緑岩が広く分布し，これには斑れい岩体が伴われる．こ

の斑れい岩体は，志賀島塩基性岩類（唐木田，1967）と呼ばれ，斑れい岩～石英閃緑岩からなる（唐木田ほか，1994）．

この岩相のバリエーションは，斑れい岩質および粗粒玄武岩質の岩石から，志賀島花崗閃緑岩の混成作用によって

形成されたと考えられている（唐木田，1967）．志賀島北端の黒崎に露出する斑れい岩体の調査によって，志賀島

花崗閃緑岩との斑れい岩体新たな関係を見出した． 

黒崎に露出する斑れい岩体は，粗粒～中粒のホルンブレンド斑れい岩～石英モンゾ斑れい岩からなる．中粒斑

れい岩は主に岩体の周縁部に分布するが，岩体内部にも点在する．志賀島花崗閃緑岩は中粒のホルンブレンド黒雲

母花崗閃緑岩～黒雲母花崗岩からなる．斑れい岩中には，志賀島花崗閃緑岩が貫入するが，2つのタイプに分けら

れる．1つ目のタイプは数 10cm～数 m の岩脈として中粒斑れい岩に貫入するもので，境界の形態は不規則で，斑れ

い岩側に急冷縁が認められる．比較的大きな志賀島花崗閃緑岩岩脈中には中粒斑れい岩のブロックが包有されるが，

不規則な形態を示し，急冷縁を持つものもある．2 つ目のタイプは，数 10cm の直線的な岩脈として，粗粒～中粒

の斑れい岩および 1 つ目のタイプの花崗閃緑岩に貫入する．この岩脈の周囲の斑れい岩には急冷縁は認められない．

この岩脈中に包有される斑れい岩のブロックは，角張った形態を示す．これらの産状から，志賀島花崗閃緑岩の斑

れい岩への貫入は，大きく 2 つのステージに区分することができる．最初のステージでは，志賀島花崗閃緑岩マグ

マは，斑れい岩マグマに貫入したと考えられる．このため，周囲の斑れい岩マグマは急冷し，急冷縁と中粒斑れい

岩を形成したと考えられる．続くステージでは，志賀島花崗閃緑岩マグマは，すでに固結した斑れい岩および志賀

島花崗閃緑岩岩脈に貫入したと考えられる． 

 


